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【英議会は10月半ばまで休会】
2019年8月28日（現地時間）に、ジョンソン英首相が、英
議会を、9月9日の週から10月半ばまで休会すると表明し、こ
れを英国女王は承認しました。
背景には、是が非でも離脱したいというジョンソン首相の思惑が
ある模様です。
英議会は、離脱交渉を巡り、野党が離脱時期の延期をEUに
申請するよう首相に義務付ける内容の法案提出を目論む等、
依然紛糾しています。このような中、『休会』することで、審議時
間を大幅に短縮し、離脱反対派の動きを封じ込める狙いがジョ
ンソン首相にはあると考えられます。
【最大の問題はアイルランド国境問題】
離脱交渉の最⼤の障壁は『アイルランド国境問題』です。
英領『北アイルランド』と、EU加盟国『アイルランド』は地続きで
つながっています。今は英国がEUに加盟しているため、厳格な
国境管理は必要ありませんが、離脱後にどのようになるのか懸
念されています。
この解決策がいわゆる「バックストップ条項」です。この中には英
国がEUと新たな通商協定を締結するまでEU関税同盟に留ま
ること等が盛り込まれています。
しかし、ジョンソン首相はこの条項によって、他国と自由に通商
協定を結べない上に、EU関税同盟への残留が長期化すると
の理由等から削除を主張しています。
【合意なき離脱の可能性高まる】
EU側は離脱協定案の再交渉には『応じない』としています。
8月21日に行われた首脳会談で、メルケル独首相がジョンソン
英首相に、国境問題に関する代替案を30日以内に示すよう
求めましたが、この難題を解決する代替案を短期間でみつける
ことは容易ではないと見られます。
なお、英国野党は今回の決定に反発し、休会前に合意なき
離脱を阻止する法案を提出し、可決をも目指すと報じられてい
ます。
10月31日という期限を目前にし、英国のEU離脱問題は依然
まとまる様子が見られず、当面市場の変動要因となることが考
えられます。

 英EU離脱～英議会休会～
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【離脱期日は10月31日】
EU（欧州連合）からの離脱期日が迫る中、英議会は「休会」という事態に陥りました。この背景には、離脱
強硬派であるジョンソン首相が離脱反対派の動きを封じ込めるという目的がある模様です。その結果、英国
に残された時間はほとんど無く、「合意なき離脱」の可能性が高まっています。

【今後想定される流れ】

2019年7月24日 ジョンソン氏が英国首相に就任

2019年8月28日 ジョンソン首相が9月9日の週から
10月半ばまで議会の休会を表明 ⇒ 承認

2019年9月9日の週から議会休会

2019年10月14日 女王が施政方針演説
以降、議会が再開される予定

2019年10月17日～18日 EU首脳会議

2019年10月31日までに英国がEUから正式離脱？

【ご参考：英国とアイルランドの位置関係】
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